
地球は今・・・
環境に愛の手を！

皆さんの身の回り
取組みされていますか？
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前
号
（
第
四
号
）
で
六
月
二
十

一
日
土
曜
日
に
滋
賀
県
で
開
催

の
案
内
を
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
都
合
が
つ
か
ず
、
日
を
改

め
て
七
月
十
二
・
十
三
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
皆
さ
ん
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
結
局

少
し
寂
し
い
六
名
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
話
題
は

尽
き
ず
、
夜
遅
く
ま
で
談
話
が

続
き
ま
し
た
。

今
回
取
決
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
総
会
と
な
る
と

皆
さ
ん
構
え
て
し
ま
う
こ
と
と

遠
方
の
メ
ン
バ
ー
は
交
通
費
も

掛
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
今

後
は
気
軽
に
声
を
か
け
参
加
で

き
る
「
有
志
の
会
」
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

〔
幹
事
長
、
伊
藤

昇
〕

※
山
岡
育
英
会
勤
務

第
三
回
同
期
会
開
催

美
し
き
世
界
は

感
謝
の
心
か
ら

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
新
同

好
会
「
て
く
て
く
歩
こ
う
会
」

の
そ
の
後
の
活
動
を
披
露
し
ま

す
と
十
月
中
旬
現
在
、
三
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
、
四
月
下
旬

奈
良
県
吉
野
山
の
回
遊

第
二
回
、
五
月
下
旬

大
阪
府
ポ
ン
ポ
ン
山

第
三
回
、
八
月
下
旬

兵
庫
県
六
甲
山

（
第
四
回
、
十
月
下
旬

滋
賀
県
彦
根
城
予
定
）

年
間
五
回
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
最
高
齢
の
方
は
八
十
才

で
す
が
、
元
気
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｙ
Ｎ

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
味
を

お
持
ち
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
一

件
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
趣
味
の
披

露
、
家
族
の
こ
と
、
身
の
回
り

の
で
き
ご
と
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
。

（
編
集
代
表
、
太
田
）

＃
お
願
い
＃

太田ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：
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◎
伊
吹
山
登
山
の
思
い
出

♪
「
Ｏ
Ｂ
会
」
内
の

同
好
会
活
動
紹
介

☆
富
士
山
登
頂
記
念
撮
影
の
三
人
☆

四
〇
回
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
さ
れ
、
催
し
に

参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
・
・
・

〔
太
田

秀
信
〕

趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
Ｐ
Ⅱ

☆京都嵐山：渡月橋にて☆

※
び
わ
こ
蜻
蛉
荘
で
は
、
話
に
夢
中
に
な
り

記
念
撮
影
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
京
都
の

嵐
山
の
記
念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

撮影者

☆大型マダイを

両手に、自宅前にて☆

☟
愛
媛
県
の
南
予
地
区
、
宇
和

海
は
釣
り
の
メ
ッ
カ
で
、
大
阪

・
神
戸
・
岡
山
方
面
か
ら
も
釣

り
人
が
訪
れ
る
。
後
五
神
・
寝

床
・
日
振
島
・
竹
ケ
島
・
由
良

半
島
周
辺
の
磯
は
沢
山
の
好
釣

場
が
あ
る
。
四
月
五
日
、
大
型
マ

ダ
イ
を
目
標
に
三
時
起
床
、
四

時
に
自
宅
を
出
発
し
、
七
時
頃

由
良
半
島
の
釣
場
に
到
着
。
朝

弁
当
を
食
べ
乍
ら
大
型
マ
ダ
イ

釣
り
の
準
備
を
し
、
八
時
よ
り

釣
り
開
始
。
カ
ゴ
釣
り
で
ウ
キ

を
流
す
が
、
午
前
中
は
小
物
ば

か
り
で
大
型
マ
ダ
イ
が
釣
れ
な

い
ば
か
り
か
、
ウ
キ
下
を
十
～

三
十
メ
ー
ト
ル
に
調
整
を
す
る

が
釣
れ
な
い
。
当
日
は
小
物
で

終
る
の
か
、
諦
め
気
味
で
あ
っ

た
が
、
午
後
二
時
頃
約
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ウ
キ
を
流
し
て
い
る

時
、
突
然
ウ
キ
が
見
え
な
く
な

る
！
釣
竿
を
引
く
と
勢
い
良
く

釣
竿
が
し
な
る
。
こ
れ
は
間
違

☆第三回、六甲山回遊時の記念写真☆

方
が
、
苦
し
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら

山
に
親
し
み
な
が
ら
、
富
士
登

山
を
目
標
に
さ
れ
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

〔
伊
藤

曻
〕

◎
富
士
山
登
頂
・
・
・

新
入
社
員
研
修
時
に
登
頂
し

て
以
来
四
三
年
振
り
に
伊
吹
山

に
登
山
し
た
。
同
期
メ
ン
バ
ー

の
有
志
が
集
う
七
月
十
二
日
、

前
夜
び
わ
こ
蜻
蛉
荘
に
宿
泊
し

た
三
人
は
、
車
で
伊
吹
山
登
山

口
へ
。
日
差
し
は
暑
い
が
木
立

の
道
は
気
持
ち
が
よ
さ
そ
う
で

九
時
過
ぎ
登
山
開
始
。
一
合
目

か
ら
五
合
目
ま
で
は
ス
キ
ー
場

や
自
然
公
園
の
草
花
が
慰
め
て

く
れ
た
。
五
合
目
か
ら
九
合
目

ま
で
は
、
ジ
グ
ザ
グ
の
道
で
は

あ
る
が
、
山
頂
と
下
界
が
見
え

壮
大
な
景
観
が
楽
し
め
る
一
方

急
勾
配
で
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
体
力
消
耗
す
る
が
な
か
な

か
高
度
が
上
が
ら
な
い
。
途
中

登
頂
を
終
え
て
下
山
し
て
く
る

多
く
の
人
々
と
挨
拶
を
交
わ
し

な
が
ら
山
頂
を
目
指
す
。
九
合

目
か
ら
山
頂
の
山
小
屋
が
見
え

一
息
つ
き
な
が
ら
山
頂
に
到
達

し
た
が
、
な
ん
と
山
頂
は
色
と

り
ど
り
の
服
装
を
し
た
多
く
の

観
光
客
が
来
て
お
り
お
土
産
店

は
大
賑
わ
い
。
昼
食
後
日
本
武

尊
の
石
像
前
で
記
念
撮
影
と
三

百
六
十
度
の
展
望
を
楽
し
ん
だ

あ
と
下
山
。
ほ
ぼ
予
定
通
り
三

名
と
も
無
事
に
四
時
過
ぎ
元
の

登
山
口
へ
到
着
。
富
士
登
山
を

目
指
す
小
手
調
べ
で
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

〔
竹
原

巧
〕

☆プロ顔負けの

大物釣りで気分満喫☆

一
年
計
画
の
富
士
登
山
が
無

事
完
遂
で
き
ま
し
た
。
幼
少
の

頃
か
ら
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
事
が
、
半
世
紀

を
経
て
実
現
し
ま
し
た
。
同
行

の
竹
原
氏
・
太
田
氏
に
は
感
謝

し
て
い
ま
す
。
〇
八
年
八
月
一

日
朝
に
大
阪
を
出
発
し
八
月
二

日
夕
刻
に
大
阪
帰
着
す
る
計
画

で
、
行
程
は
新
幹
線
「
三
島
」

よ
り
在
来
線
で
「
御
殿
場
」
、

バ
ス
で
「
須
走
登
山
口
」
に
行

き
登
山
開
始
を
し
ま
し
た
。

富
士
登
山
口
は
、
五
コ
ー
ス
程

あ
り
ま
す
が
、
私
達
は
須
走
口

コ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。
理
由

は
、
人
出
が
他
の
コ
ー
ス
よ
り

少
な
く
、
下
山
道
は
砂
走
り
が

楽
し
め
る
と
の
情
報
か
ら
で
し

た
。
五
合
目
の
須
走
登
山
口
で

昼
食
を
と
り
、
七
合
目
の
山
小

屋
ま
で
登
り
宿
泊
。
山
小
屋
泊

は
、
中
学
生
の
登
山
以
来
で
し

た
が
、
狭
い
寝
袋
に
押
込
ま
れ

熟
睡
と
無
縁
の
環
境
で
し
た
。

朝
、
山
小
屋
前
で
御
来
光
を
拝

み
、
朝
食
後
頂
上
へ
出
発
。

山
頂
に
着
い
た
時
は
、
よ
く
登

っ
て
来
ら
れ
た
と
「
自
分
を
褒

め
て
や
り
た
い
」
の
セ
リ
フ
を

思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
山
頂
・

火
口
は
、
晴
れ
渡
っ
て
お
り

自
然
の
雄
大
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
登
山
は
『
登
り

よ
り
下
山
時
に
事
故
が
集
中
す

る
』
と
肝
に
命
じ
、
慎
重
に
下

山
し
た
つ
も
り
で
す
。

山
小
屋
を
七
合
目
に
設
定
し
た

こ
と
も
あ
り
高
山
病
等
も
な
く

全
員
順
調
に
、
計
画
通
り
登
山

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
今
に
な
り

振
り
返
っ
て
み
る
と
さ
ほ
ど
苦

し
い
登
山
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
、
富
士
山
よ
り
も
伊
吹
山
の

い
な
い
大
型
マ
ダ
イ
と
確
信
。

魚
と
格
闘
し
な
が
ら
リ
ー
ル
の

ハ
ン
ド
ル
を
巻
く
と
本
命
の
大

型
マ
ダ
イ
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。

玉
網
で
す
く
い
、
メ
ジ
ャ
ー
を

あ
て
る
と
六
三
セ
ン
チ
（
約
四

キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
。
そ
の
後
し
ば
ら
く

し
て
五
九
セ
ン
チ
の
マ
ダ
イ

を
ゲ
ッ
ト
し
納
竿
と
し
た
。
大

変
満
足
の
い
く
一
日
で
し
た
。

〔
安
平

善
泰
〕


